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調査問題の概要 

 

 

 小学校  

【国語科】 

 

○全体を通して 

・委員会活動の話合いの様子や、「紙芝居づくり」の学習など、子どもたちに身近な活

動の場面や実際の授業場面を題材にし、付けた力を実際の生活に生かせるよう作成さ

れている。 

 

○Ａ問題では 

・３の問題において、聞くことの力を問う問題 

提案の内容と自分たちの様子を関係付けて聞くなどの聞く方法や、聞き手の考え方

についての問題が出題された。 

・５の問題において、新聞のコラムを読み表現の工夫を問う問題 

  自分の思いや考えを根拠づけるための言葉の引用の仕方についての問題が出題さ

れた。 

 

○Ｂ問題では 

 ・文章の中で必要となる内容を的確におさえ、そこから自分の考えをもち、条件に合

わせて書き表す問題が出題された。 

 ・２（三）の問題において、読み取った文章と図を関係付けながら、自分の考えをま

とめる力を問う問題 
   

文章で読み取ったことをもとに、音楽の楽器担当を決める具体的な場面を想定し、

その課題を解決するために、自分の考えをまとめ、80 字～100 字で書き表す問題

が出題された。 

・３（二）の問題において、音読の方法について考えをまとめる力を問う問題 

  「一年生に、お話の面白さをついてどのように伝えたらよいか。」について、音読

の方法と、そのように音読する理由を交えて、４0 字～８0 字で書き表す問題が出

題された。 

   

 



小学校国語Ａ
○調査問題の分類・区分での変化

Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７
話すこと・聞くこと 3 1 1 1
書くこと 2 4 3 1
読むこと 4 3 2 4
伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項 9 15 12 9
選択式 4 7 7 7
短答式 13 10 8 7
記述式 0 1 0 0

問題数 17 18 15 14

○（参考）　関連する過去の問題

小学校国語Ｂ
○調査問題の分類・区分での変化

Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７
話すこと・聞くこと 3 3 3 0
書くこと 5 4 3 6
読むこと 5 4 7 6
伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項 1 1 2 0
選択式 7 3 4 3
短答式 1 5 3 2
記述式 3 2 3 4

問題数 11 10 10 9

○（参考）　関連する過去の問題

分類 区分
設問数

学習指導要
領の領域等

問題形式

分類 区分
設問数

学習指導要
領の領域等

問題形式

平成２５年 Ｂ２二 （短答式）

「目的や意図に応じてリーフレットを編集

する」問題

・必要な内容を適切に引用して書く。

平成２６年 Ｂ１三 （記述式）
「立場や意図をはっきりさせながら討論する」
問題
・相手の発言を引用した上で、それに対する
質問や意見を述べる。

平成２７年 Ａ５二 （短答式）
「新聞のコラムを読む」問題
・コラムの中で、筆者が引用している言葉を
書き抜く。
・新聞のコラムを読んで、表現の工夫を捉
える。

平成１９年 Ｂ２一 （短答式）
「新聞記事を書く」問題
・文章とグラフにまとめられた事実を関係付け
て読む。

平成２７年 Ｂ２三 （記述式）
「目的に応じ，文章と図とを関係付けて読む」
問題
・文章と図を関連付けて、自分の考えを書く。

平成２５年 Ｂ２三 （記述式）
「目的や意図に応じてリーフレットを編集する」
問題
・複数の内容を関連付けながら、自分の考え
を具体的に書く。

平成２７年 Ｂ１三 （記述式）

「目的や意図に応じて新聞を書く」問題

・目的や意図に応じ、取材した内容を整理しな

がら、記事を書く。



小学校 国語Ａ

出題の趣旨

○新聞のコラムを読んで、表現の工夫を捉えることができるかどうかをみる。
・コラムの中で筆者の読書体験が書いてあるまとまりを選択する。
・コラムの中で筆者が引用している言葉を書き抜く。

正答

５ 一 ２・４

二 読書という

５



小学校 国語Ｂ

２ 三三



小学校 国語Ｂ

出題の趣旨

○目的に応じ、文章と図とを関連付けて読む
ことができるかどうかをみる。
・文章と図を関連付けて、自分の考えを書く。

正答 三 (例)(しかし、ＣさんとＤさんとＥさんは、)一人しか
希望どおりにいきません。木きんから外れた
二人は、リコーダー①か、小だいこをたん当し
ます。三人がなっ得するように折り合いをつけ
て決めていく必要があります。

２ 三

２



調査問題の概要 

 

 

 小学校  

【算数科】 

 

○全体を通して 

・子どものつまずきや、操作方法、数に対する理解など具体的な学習場面や、おつかい

の場面やライン引き、キャップ集めなど日常生活に根ざした場面を題材に出題され

た。 

   

○Ａ問題では 

・１の問題において、過去に課題が見られた末位のそろっていない小数の減法につい

て、答えを見積もったり、小数点をそろえて位ごとに計算する意味を理解したり、計

算の結果が正しいかどうか確かめたりする問題が出題された。末位のそろっていない

少数の減法については、２（２）の問題でも出題された。 

・３の問題において、与えられた複数の条件に合う時間を求める問題が出題された。 

 

○Ｂ問題では 

 ・日常生活の事象の解決に、割合や単位量当たりの大きさ、図形の性質、概数や概算

などを活用する問題が出題された。 

・２の（３）の問題において、おつかいの場面で、10％引きした今月の食パンの値段

の３０％引きの値段を求める求め方で、間違った求め方を提示し、どこが間違ってい

るのか指摘して、求め方を修正して記述する問題が出題された。 

・３の問題において、ソフトボール投げのライン引きの場面で、図形の性質を基に求

めた角が３０°であるわけを記述する問題が出題された。 

 



小学校算数Ａ
○調査問題の分類・区分の変化

Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７
数と計算 10 8 8 7
量と測定 4 4 3 3
図形 3 3 4 4
数量関係 3 4 3 2
選択式 4 8 8 5
短答式 15 11 9 11
記述式 0 0 0 0

問題数 19 19 17 16
○（参考）　関連する過去の問題

小学校算数Ｂ
○調査問題の分類・区分の変化

Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７
数と計算 6 3 8 4
量と測定 9 7 5 3
図形 3 3 1 7
数量関係 4 7 5 3
選択式 3 4 4 3
短答式 5 4 4 5
記述式 5 5 5 5

問題数 13 13 13 13
○（参考）　関連する過去の問題

分類 区分
設問数

学習指導要
領の領域等

問題形式

分類 区分
設問数

学習指導要
領の領域等

問題形式

平成２７年

Ａ２（２） （短答式）

６．７９－０．８

平成２７年 Ｂ２（３） （記述式）
示された割り引き後の値段の求め方か
ら誤りを指摘し，正しい求め方と答えを
言葉や数を用いて記述する問題。

末尾の位のそろっていない小数の

加減法の計算 （短答式）

平成２４年 １（３） ４．６－０．２１

平成２５年 １（２） ０．７５＋０．９

平成２６年 １（３） ９－０．８

平成２２年 Ｂ５（１） （選択式）

定価1000円の図に対して，定価30％引き後の値段
を表している図を選ぶ問題。

平成２６年 Ａ２（２） （選択式）

示された図を基に，青いテープの長さが白いテープ

の長さ（80ｃｍ）の0.4倍に当たるときの青いテープの
長さを求める式を選ぶ問題。

平成２６年 Ｂ５（３） （記述式）

妹の身長を基に，妹の使いやすい箸の長さの求め

方と答えを書く問題。

Ａ１（１） （選択式）

８．９－０．７８のおよその答えとしてふさわしいものを、下

の１から４までの中から１つ選んで、その番号を書きま

しょう。

Ａ１（２） （短答式）

５．２１＋０．７を、０．０１をもとにした式に表します。

５．２１と０．７は、それぞれ０．０１を何個集めた数になりま

すか。

位を正しくそろえず、右のように計算する誤

答が多く、課題がある。



小学校 算数Ａ

出題の趣旨 正答

１
（１） ４
（２）

計算の能力（計算の仕方と結果についての判断）

(1) 大きな誤りを防ぐために、計算の結果の見積りをすること
(2) 0.01を基にして、小数の計算を整数の計算で捉えること
(3) 計算の結果を確かめるために，式の関係を理解していること

(2) 末尾の位のそろっていない小数の減法の計算をすること

１

２

㋐ ５２１
㋑ ７０
㋒ ６．５２
㋓ ０．２２又は６．３
㋔ ６．３ ０．２２

２ （２） ５．９９



小学校 算数Ｂ

（３）場面の読み取りと処理・判断（おつかい）２

出題の趣旨

示された割引後の値段の求め方の中から誤りを指摘し、正しい求
め方と答えを言葉や数を用いて記述できるかどうかをみる

<正しい数> ２７０
<求め方> （例）
２７０×０．３＝８１
２７０－８１＝１８９

<答え> １８９ (円)

正答



調査問題の概要 

 

 

 小学校  

【理科】 

 

○全体を通して 

・全ての大問で観察・実験に関する場面を設定するとともに、児童が、理科の授業で学

習したことが社会や日常生活で役立つことを感じることができるよう、振り子時計の

調整、インゲンマメとヒマワリの種まき、アイスミルクティー作り、打ち水などを題

材にした出題であった。 

 

○主として「知識」に関する問題 

・４（５）の問題において、水が水蒸気になる現象について、科学的な言葉を理解して

いるかどうかをみる問題が出題された。 

 

○主として「活用」に関する問題 

・３（２）（３）の問題において、予想が正しければ、どのような実験結果が得られる

かを聞き、その上で、実験結果から結論を導けるかどうかをみる問題が出題された。 

・４（６）の問題において、打ち水の効果について、グラフを基に地面の様子と気温の

変化を関係付けながら考察して分析できるかどうかをみる問題が出題された。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



小学校理科
○調査問題の分類・区分での変化

Ｈ２４ Ｈ２７
主として「知識」に関する問題 7 9
主として「活用」に関する問題 17 15
物質 7 7(1)
エネルギー 5 7(1)
生命 7 7(1)
地球 5 7(1)
選択式 15 18
短答式 6 3
記述式 3 3

問題数 24 24

○（参考）　関連する過去の問題

※(1)は他の領域と両方に分類
された問題数（内数）

問題形式

分類 区分
設問数

問題

学習指導要
領の領域等

平成２４年 ２（４） （短答式）

おしべの花粉がめしべの先につくことを表す

言葉を書きましょう。

[正答] 受粉

平成２７年 ４（５） （短答式）

水が水蒸気になって空気中に出ていくことを

何といいますか。その言葉を書きなさい。

[正答] 蒸発

平成２４年 １（３） （記述式）

水の溶けている物の様子について、実験結

果を基に自分の考えを改善して、その理由を

記述する。

平成２７年 ３（３） （選択式）

水の温まり方について、実験結果を基に自分

の考えを改善して、その内容を選択する。



小学校 理科

３

出題の趣旨

予想が正しければ、どのような実験結果が得られるかを聞き、その
上で、実験結果から結論を導けるかどうかをみる。
(3)は、平成２４年度調査の課題（実験結果を基に自分の考えを改
善して、その理由を記述すること）を踏まえたもの。

（２）（３）水の温まり方

正答

３ （２） ４
（３） １



小学校 理科

４

出題の趣旨

（５）（６）蒸発

正答

４ （５） じょう発
（６） ３

(5)は、水が水蒸気になる現象について、科学的な言葉や概念を理
解しているかどうかをみる。
(6)は、打ち水の効果について、グラフを基に地面の様子と気温の変
化を関係付けながら考察して分析できるかどうかをみる。



調査問題の概要 

 

 

 中学校  

【国語科】 

 

○全体を通して 

・ウェブページや雑誌の記事、古典を扱った漫画など様々な種類の文章を取りあげ、ス

ピーチやインタビューなど具体的な学習場面を設定した問題が出された。 

 

○Ａ問題では 

・８の問題において、聞くことの力を問う問題が出された。 

「総合的な学習の時間」のインタビューの場面を取りあげ、話し手の意図を考え、

必要に応じて質問をしながら聞き取ることができるかどうかをみる問題が出題さ

れた。 

・９七の問題において、伝統的な言語文化に関する事項について問う問題が出された。 

  『竹取物語』の一場面を描いた漫画と古典の文章を対応させて読むことで、漫画の

内容を参考にして、登場人物の思いやものの見方を想像することができるかどうか

をみる問題が出題された。 

 

○Ｂ問題では 

・２の問題において、複数の資料から適切な情報を得て、自分の考えを具体的に書く

力を問う問題が出された。 

 

「ウェブページの文章」「日本の人口推移を表したグラフ」「雑誌の記事の一部」

という複数の資料を取りあげ、2020 年という近未来の日本の社会を予想し、８０

～１２０字でその社会への自分の関わり方を具体的に書く問題が出題された。「日

本の人口推移を表したグラフ」はＡ問題で同じグラフを用いた出題がある。Ｂ問題

では、Ａ問題で問われた基礎的・基本的な知識・技能を活用する場面が示され、思

考力・判断力・表現力が問われている。 

・３の問題において、文章の構成や展開などを踏まえ、根拠を明確にして自分の考え

を書く力を問う問題が出された。 

 

小泉八雲の怪談を取りあげ、話の展開の面白さや描写の巧みさなどを味わい、表現

について、どのような工夫や効果があるのか、自分の考えを根拠を明確にして５０

～8０字で書く問題が出題された。 

 

 



中学校国語Ａ
○調査問題の分類・区分での変化

Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７
話すこと・聞くこと 2 4 4 4
書くこと 4 4 6 5
読むこと 5 6 5 5
伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項 21 18 17 19
選択式 16 21 20 23
短答式 16 11 12 10
記述式 0 0 0 0

問題数 32 32 32 33

○（参考）　関連する過去の問題

中学校国語Ｂ
○調査問題の分類・区分での変化

Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７
話すこと・聞くこと 3 0 0 3
書くこと 4 3 3 3
読むこと 5 8 8 6
伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項 0 1 4 0
選択式 5 5 6 6
短答式 1 1 0 0
記述式 3 3 3 3

問題数 9 9 9 9

○（参考）　関連する過去の問題

問題形式

分類 区分
設問数

学習指導要
領の領域等

問題形式

分類 区分
設問数

学習指導要
領の領域等

平成２６年 ８五２ （短答式）

『ねずみの婿取り』

古典と昔話とを対応させて内容を捉えること

ができるかどうかをみる問題

平成２７年 ９七１ （選択式）

『竹取物語』

漫画の内容を参考にして、登場人物の思い

やものの見方を想像する問題

平成２６年 １三 （記述式）

「読書についての標語を考える」問題

文章の構成や表現の仕方などについて、根

拠を明確にして自分の考えを書くことができる

かどうかをみる問題

平成２７年 ３三 （記述式）

「文学的な文章（怪談『貉』）を読んで考える」
問題
文章の構成や展開などを踏まえ、根拠を明
確にして自分の考えを書くことができるかどう
かをみる問題



中学校 国語Ａ

８

出題の趣旨

○必要に応じて質問しながら聞き取ることができるかどうかをみる。

正答

一 ４
二 １



出題の趣旨

○複数の資料から適切な情報を得て、自分の考えを具体的に
書くことができるかどうかをみる。

正答 三 （例） （二〇二〇年の日本は、）オリンピック・パラリ
ンピックの影響で様々なスポーツに注目が集まるだろう。
今後増えていく高齢者もスポーツに関心をもつと思われ
る。そのような社会に、私は、スポーツ関連のボランティ
アをすることで積極的に関わっていきたい。

中学校 国語Ｂ

２ 三



調査問題の概要 

 

 中学校  

【数学科】 

 

○全体を通して 

 ・数学世界の問題だけではなく、レストランのセットメニューの選び方やポップアッ

プカードについてなど、身近な話題を題材にして、数学の有用性を感じさせる内容

を取り上げている。 

 

○Ａ問題では 

・８の問題において、図形についての知識・理解を問う問題が出題された。 

「対頂角は等しいことの証明」について、正しい記述を選ぶところから証明の必要

性と意味を理解しているかを問う問題が出題された。 

・10（１）の問題において、関数についての知識・理解を問う問題が出題された。 

「反比例のグラフを選ぶ」にあたって、グラフが座標軸に近づくなめらかな曲線で

あることを正確に理解しているかを問う問題が出題された。 

 

○Ｂ問題では 

・２の問題において、数と式の見方や考え方を問う問題が出題された。 

「連続する３つの整数の和」は A 問題でも出題されており、B 問題では事柄が成

り立つ理由を構想を立てて説明することができるかを問う問題が出題された。 

・５の問題において、資料の活用についての技能や見方・考え方を問う問題が出題さ

れた。 

「落とし物調査」を題材として、与えられた情報から必要な情報を選び、資料の傾

向をとらえて説明できるかどうかを問う問題が出題された。 



中学校数学Ａ
○調査問題の分類・区分の変化

Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７
数と式 12 11 12 12
図形 12 12 12 12
関数 9 8 8
資料の活用 4 4 4
数量関係 12
選択式 21 18 18 19
短答式 15 18 18 17
記述式 0 0 0 0

問題数 36 36 36 36

○（参考）　関連する過去の問題

中学校数学Ｂ
○調査問題の分類・区分の変化

Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７
数と式 4 5 3 4
図形 7 2 5 4
関数 6 5 5
資料の活用 3 2 2
数量関係 4
選択式 3 4 3 4
短答式 5 5 6 4
記述式 7 7 6 7

問題数 15 16 15 15

○（参考）　関連する過去の問題

分類 区分
設問数

学習指導要
領の領域等

問題形式

分類 区分
設問数

学習指導要
領の領域等

問題形式

平成２４年算数Ａ３ 短答式

（２）赤いテープの長さは１２０㎝です。

赤いテープの長さは，白いテープの

長さの0.6倍です。
赤いテープと白いテープの長さの

関係を正しく表している図はどれですか。

平成２５年数学Ａ２ 短答式

（３）aｍの重さがｂgの針金があります。
この針金の１ｍの重さは何gですか。

平成２７年数学Ａ２ 短答式

（２）赤いテープの長さはa㎝です。赤いテープ
の長さは，白いテープの長さの 倍です。

白いテープの長さは何㎝ですか。

aを用いた式で表しなさい。

・基準量を求めるために除法が用いられることを

理解しているかどうかをみる。

・平成２４年度小学校６年生の時点で学力学習状

況調査で課題の見られたところと類似した出題が

されている。

平成２６年 Ｂ２ 記述式

（２）一郎さんは，和を積に変えて，２つの偶数の

積がどんな数になるか

２， ４のとき ２× ４＝ ８＝８× １

４， ６のとき ４× ６＝２４＝８× ３

： ：

一郎さんは，これらの結果から２つの偶数の積

は，いつでも８の倍数になることを予想しました。

平成２４年 Ｂ２ 記述式

平成２５年 Ｂ２ 記述式 類似した形式で出題

平成２７年 Ｂ２ 記述式

連続する３つの整数の和がどんな数になるか

１，２，３のとき １＋２＋３＝ ６＝３×２

３，４，５のとき ３＋４＋５＝１２＝３×４

： ：

これらの結果から，次のように予想

「連続する３つの整数の和は，中央の３倍になる。」

・文字を用いた式で表現したり、式の意味を読み

取ったりするために「予想」という形で設問に入っ

ている。

３

５



中学校 数学Ａ

出題の趣旨

証明の方針の必要性と意味８

○証明の必要性と意味を理解しているかどうかをみる。

正答 ウ



中学校 数学Ｂ

出題の趣旨

（２）（３）情報の適切な選択と判断５

正答

○（２）は、資料の傾向を捉え、判断の理由を数学的な
表現を用いて説明できるかどうかをみる。

○（３）は、結果を振り返って立てられた新たな設定の
もとで、その意味を解釈できるかどうかをみる。

（２）［例］２回目の調査結果では、落とし物が１学級だけ極端
に少ないから平均値が下がっているだけで、ほかの
学級の落とし物の状況がよくなっているとは限らない
から、１回目より２回目のほうがよくなっているとは言
い切れない。

（３）イ



調査問題の概要 
 

 

 中学校  

【理科】 

 

○全体を通して 

・全ての大問で、観察・実験に関する場面を設定し、生徒が、理科の授業で学習したこ

とが社会や日常生活で役立つことを感じることができるよう、入浴剤やベーキングパ

ウダー、キウイフルーツなどの身近な素材やＩＣカード、ワイヤレス充電の「電磁誘

導を利用した技術」を題材にした出題であった。 

・大問数が、平成２４年度は４問であったが、今年度は８問となった。ただし、小問数

は各領域（物理的領域、化学的領域、生物的領域、地学的領域）６～７問で、平成２

４年度と同程度であった。 

 

○主として「知識」に関する問題 

・１(２)の問題において、平成24年度に引き続き、特定の質量パーセント濃度の水溶液

について溶質と水のそれぞれの質量を求める問題が出題された。 

・２(１)(２)の問題において、天気図から風力や風向について読み取るとともに、風向計

を用いて観測したときの風向計のようすを指摘する気象観測の技能が問われた。 

 

○主として「活用」に関する問題 

・１(１)の問題において、入浴剤の主な原材料である物質を用いた実験の結果から、溶

け残りの量を溶解度に結び付け、分析して解釈する問題が出題された。 

・７(２)の問題において、実験の結果を分析して解釈し、キウイフルーツはゼラチンを

分解するが、寒天を分解しないと指摘する問題が出題された。 

・７(３)の問題において、輪切りにしたキウイフルーツの上に置いたゼリーの崩れ方の

違いが見られたことから見出した問題を基に、適切な課題を設定することができるか

という問題が、今年度、新たに出題された。 

 



中学校理科
○調査問題の分類・区分での変化

Ｈ２４ Ｈ２７
主として「知識」に関する問題 10 7
主として「活用」に関する問題 16 18
物理的領域 8 7(1)
化学的領域 6 7
生物的領域 6 6
地学的領域 6 7(1)
選択式 12 16
短答式 9 4
記述式 5 5

問題数 26 25

○（参考）　関連する過去の問題

※(1)は他の領域と両方に分類
された問題数（内数）

問題形式

分類 区分
設問数

問題

学習指導要
領の領域等

平成２４年 ４（１） （短答式）

１０％の食塩水１０００ｇをつくるために、必要

な食塩と水のそれぞれの質量を求める。

平成２７年 １（１） （短答式）

５％の塩化ナトリウム水溶液１００ｇをつくるた

めに、必要な塩化ナトリウムと水のそれぞれ

の質量を求める。

平成２４年 ２（２） （記述式）

豆電球と発光ダイオードに同じ電流を流すた

めの正しい実験方法を説明する。

平成２７年 ４（２） （選択式）

「目のレンズと網膜の距離は、ほぼ変わらな

い」という条件を設定するために、正しい実験

方法を選択する。



中学校 理科

１

出題の趣旨

○(1)は、塩化ナトリウムを化学式で表すことができる
かどうか、また、平成２４年度調査の課題（特定の質
量パーセント濃度の水溶液をつくること）を踏まえ、
特定の質量パーセント濃度の水溶液の溶質と水の
それぞれの質量を求めることができるかどうかをみる 。
○(2)は、溶け残りの量を溶解度に結び付け、分析して解
釈し、炭酸水素ナトリウムを溶かした方の試験管がど
れかを指摘することができるかどうかをみる。

(１)（２）入浴剤とベーキングパウダー

正答

１ (1) ア
塩化ナトリウムの質量 ５ｇ
水の質量 ９５ｇ

(2) Ｘ ア Ｙ ア



中学校 理科

７

出題の趣旨

○(2)は、平成２４年度調査の課題（実験結果を分析し
て解釈すること）を踏まえ、実験の結果を分析して解
釈し、キウイフルーツはゼラチンを分解するが、寒天
を分解しないと指摘することができるかどうかをみる。
○ (3)は、キウイフルーツの上に置いたゼリーの崩れ方
に違いが見られたことから見いだした問題を基に、
適切な課題を設定することができるかどうかをみる。

キウイフルーツが物質を分解する働き

正答

７ (2)イ
(3)（例）
（キウイフルーツが物質を分解
するはたらきは、）キウイフルー
ツの部分によって、どのように
違うのだろうか。



調査問題の概要 

 

 

 児童・生徒質問紙  

  

○質問項目が８７項目になった。（昨年度は７４項目であった。） 

○理科についての質問項目１５問、（６９）～（８２）、（８７）が加わった。（理科

はＨ２４以来３年ぶりの実施） 

 

○理科について 

  ①新たに設けられた質問項目 

   ・Ｈ２７ （７７）理科の授業では、理科室で観察や実験をどのくらい行いまし

たか。 

  ②今年度、問い方が変更された質問項目 

   ・Ｈ２７ （８２）解答を文章などで書く問題がありました。それらの問題につ

いて、どのように解答しましたか。 

   →Ｈ２４ （８１）今回の理科の問題について、言葉や文章を使って、わけを書

く問題がありましたが、どのように解答しましたか。（Ｈ２

７は下線部が無くなった） 

  ③Ｈ２４年度にはあったが、今年度は無くなった質問項目 

   ・Ｈ２４ （７１）科学や自然について疑問を持ち、その疑問について人に質問

したり、調べたりすることがありますか。 

   ・Ｈ２４ （８０）理科の授業でものをつくることは好きですか。・・・小学校 

        （８０）理科の授業でものをつくること（簡単なカメラ、楽器、簡単

なモーター、カイロなどをつくること）は好きですか。・・・

中学校 

 

○Ｈ２６年度の質問紙には無かった新しい項目（３項目）   

  （2５）あなたの学級では、学級会などの時間に友達同士で話し合って学級のきまり

などを決めていると思う。 

  （4０）授業では、学級やグループの中で自分たちで課題を立てて、その解決に向け

て情報を集め、話合いながら整理して、発表するなどの学習活動に取り組ん

でいたと思う。 

   （4３）授業で扱うノートには、学習の目標（めあて・ねらい）とまとめを書いてい

たと思う。 

 

○Ｈ２６年度の質問紙から問い方が変更された項目（二重線部の表現部分） 

（1０）普段(月曜日から金曜日)、１日当たりどれくらいの時間、テレビやビデオ・

ＤＶＤを見たり、聞いたりしますか。（勉強のためのテレビやビデオ・ＤＶＤ

を見る時間、テレビゲームをする時間は除きます。） 

 

 



○Ｈ２６年度の質問紙にはあったが、今年度は無くなった項目（５項目） 

   ・Ｈ２６ （８） 友達に伝えたいことをうまく伝えることができますか。 

   ・Ｈ２６ （２６）学校生活で、友達関係など何か悩みを抱えたら、誰に相談す

ることが多いですか。 

   ・Ｈ２６ （２８）先生は、あなたのよいところを認めてくれていると思います

か。 

   ・Ｈ２６ （３５）友達との約束を守っていますか。 

   ・Ｈ２６ （４１）５年生までに受けた授業では、本やインターネットを使って、

グループで調べる活動をよく行っていたと思いますか。 

 

○調査問題の解答時間についての質問項目は、平成２４年度と同様に、３科目が最後に 

まとめられた。 

   ・調査問題の解答時間は十分でしたか。当てはまるものを１つずつ選んでくださ 

い。 

  （８３）国語Ａ（２０分）、（８４）国語Ｂ（４０分）、（８５）算数Ａ（２０分）、 

（８６）算数Ｂ（４０分）、（８７）理科（４０分） 


